
令和５年度　江戸川区立下鎌田小学校　学校関係者評価　最終評価報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・ICTを活用した授業の実施
・ミライシードをはじめとした学習アプリや
iPadの日常的な活用を図る。

・江戸川っ子study week!を実施し、学年ご
とに決められた家庭学習を80％以上の児
童が達成。 A A

・ICT支援員による研修などで得た教材やICTの活用方法を積
極的に授業に取り入れ、効果的な学習ができた。
・江戸川っ子study week!では、ミライシードを活用した家庭学習
をすべての学年の80％以上の児童が達成した。

A

３年生の児童でも調べたことをプレゼンテーショ
ンアプリでまとめて発表すると聞いた。今後も活
用力を高めてほしい。

・江戸川っ子study week!では、ミライシード
を活用した家庭学習を全学年80％以上の
児童が達成することを目指す。
・タブレットを効果的に活用しながら授業改
善に取り組む。

・高学年を中心に教科担任制を実施する。
・「『主体的・対話的で深い学び』の実現を
目指した授業改善」を主題に、授業研究を
実施する。
・主任教諭を講師としたOJT研修を推進
し、若手教員全体の指導力向上を図る。

・年間通して高学年での教科担任制の実
施。
・校内研究授業6回実施。
・OJT研修を年10回以上実施。 A B

・高学年で教科担任制を実施している。
・計画通りに研究を進め、講師の指導により授業改善に取り組むこと
ができたが、日ごろの実践に生かすところがもう一歩であった。年度末
には研究の成果と課題をまとめ、次年度に生かしていく。特に研究
テーマの設定の仕方は一考を要する。
・OJT研修は担当の主任教諭と若手教員で相談して研究テーマを決
め、１，２学期で９回実施した。３学期も４回実施予定。若手教員の指
導の幅が広がるような研修ができている。

B

・教科担任制の取組はよい。担任の先生が児童
の特性を把握して指導するのも良いが、特に高
度な内容になればなるほど専門性をもって教え
るほうが児童にとっても良い。
・若手教員の育成を今後も積極的に実施してほ
しい。

・教科担任制の良さを活かして、専門性の
高い授業を行っていく。
・計画通りに校内研究を行い、今年度の成
果を来年度の教育活動につなげる。
・若手教員の育成を様々な場面で継続し
て行う。

・朝読書を通して、自己の興味関心や課
題にあった本を選び、考えを深められるよ
うにする。
・学校応援団と連携し、児童の読書に対す
る関心を高められるよう、読み聞かせを実
施する。
・年間を通して、探究的な学習を計画的に
実施する。

・年間通して朝読書を23時間(69回)以上
実施する。
・学校応援団と連携した読み聞かせを毎
学期実施する。
・年間を通して、各学年が12時間以上の読
書科の授業を実施する。

A B

・全学年で朝読書を実施している。
・読み聞かせは、１学期に１回、２学期に２回実施した。季節に
合わせた本を選書していただき子供たちは楽しんでいた。
・読書科の授業では、低学年は本、中・高学年は本とタブレット
を活用していた。

B

・朝読書などで紙の本を読むという経験は大切
なので、ぜひ読ませたい。大学でも文章が分か
らない、理解できないという学生がいる。国語力
の問題でもあるので、併せて取り組ませたい。

・来年度も学校応援団の方による読み聞
かせなど、保護者や地域の方の力をお借
りして児童の読書活動を推進していく。
・読書科の授業を計画的に実施し、ホーム
ページなどで順次公開していく。

・ゲストティーチャーによる授業・体験を通
して、児童が豊かな心を育む機会を設け
る。

・各学年、ゲストティーチャーによる授業を
実施し、よさを実感することのできた児童
90％以上（アンケートによる）。

A B

・各学年、複数回ゲストティーチャーや地域との連携による体験
活動を取り入れた。今後、さらに学習内容との連携を図ってい
く。

B

・ゲストティーチャー、地域連携を今後も充実さ
せていく。

・次年度も教科学習と関連し、ゲストティー
チャーを活用した授業や地域と連携した
活動を計画・実施し、児童の豊かな感性を
育てていく。

・金管バンド、ネオホッケークラブを設置
し、児童の思い、願いを実現する。

・1学期に金管バンド、2学期にネオホッ
ケークラブを開始し、管楽器演奏発表会
や地域のネオホッケー大会に参加する。
児童の満足度90％以上（振り返りやアン
ケートによる）。

A A

・金管バンドの立ち上げは2学期となった。開校記念集会や金管バンド
発表集会など校内で披露したり、江戸川区の管楽器演奏発表会に参
加した。
・ネオホッケークラブは2学期に募集、3学期に活動を開始した。今年
度は2年生から6年生が入部し、地域のネオホッケー大会に参加した。
・どちらも朝の活動だったが児童は意欲的に参加し、満足感を得てい
た。

A

・金管バンドは担当する教員の熱意によるものも大き
い。今後もできるだけ継続してほしい。
・ネオホッケーはこの地域で毎年大会を行っている特
色である。今後も継続的に取り組んでほしい。

・金管バンドは年度内に次年度の団員募集を
行い活動を始める。管楽器演奏会以外にも発
表の場を考えるなどし、児童が満足感をもって
取り組めるようにしていく。
・来年度もネオホッケークラブなど、児童の願い
を実現する機会を設定していく。

学校関係者評価 年度末に向けた
改善策

・年間通して放課後補習教室を実施し、児
童の基礎学力及び学習意欲の向上を図
る。
・朝学習の実施。ベーシックドリル診断テス
トを活用し、苦手項目を明確化して学年で
重点的に取り組む。

・放課後補習の140回以上の実施。
・ベーシックドリル診断テストの正答率低学
年80％、中学年70％、高学年65％を達
成。 B C

・放課後補習は１学期で44回、2学期は63回実施した。３学期４０回の
実施予定も含め年間140回以上の補習ができた。
・ベーシックドリル診断テスト（７月）の結果、3年生56％、4年生67％、5
年生67％、6年生53％、２年生(１２月実施）は６４％だった。ほとんどの
学年が目標を達成できなかったので、朝学習の時間等を有効に使
い、基礎・基本の習得を目指したい。

B

・放課後補習の実施回数も大切だが、学習を定着さ
せる目的が達成できるように工夫が必要。児童のやる
気を引き出すようにしたい。
・算数の課題は国語力の問題も関係している。児童
の学び方についても子供同士の教え合いなどいろい
ろ考えてほしい。

・東京ベーシックを活用した診断とその結
果を基にした補充を継続する。
・「主体的・協働的な学び」の実現に向け
て、校内研究を中心に教員全体で学んで
いき、工夫・改善を進めていく。

学校教育目標

―しなやかで、たくましい心とからだを育む下鎌田小―
〇思いやりのある子
〇よく考える子
〇明るく元気な子

〇自分のめあてに向かって最後までやり通す子供
〇友達との競い合いを通して、自他を尊重できる子供
〇探究心が旺盛で、何事にもチャレンジし、失敗してもへこたれない子供
〇美しいものに感動する豊かな感性をもつ子供

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞
・旧下鎌田小学校、旧下鎌田西小学校とも統合を念頭に交流を実施し、次年度への意欲をもたせることができた。
＜課題＞
・学校統合により、各学校の良い取組を統合にどのように生かしていくのか。
・ＰＴＡや学校応援団が一度解散、活動停止をしたため、どのようにスタートさせ、進めていくのかが課題である。

B

・来年度は全学年が校庭で毎日外遊びを
する機会を設け、運動機会の確保を図る。
・統合前の2校で行っていた持久走を来年
度は実施し、児童の体力向上を図る。

＜取組項目＞　・評価の視点

学力の向上

＜学習の基盤となる基礎・基本の確実な習得＞
・放課後補習教室の実施・有効活用
・電子ドリルや東京ベーシック・ドリルの活用

＜読書科の推進＞
・朝読書の実施
・探究的な学習の計画的実施

教育委員会
重点課題

具体的な取組 数値目標
自己評価

＜家庭学習習慣の確立＞
・「江戸川っ子study week!」の実施。
・ＩＣＴ機器の家庭学習での積極的な活用。

＜授業改善の推進＞
・教科担任制の実施
・校内研究の充実
・OJTの充実

B

・学期に１回の研修は設定できた。
・毎日３０分以上運動する児童81％と目標を上回ることができた
が、運動場所の確保の関係から、１日外や体育館で遊べない学
年もある。３学期に短縄の取り組みをすることで、運動機会を増
やしていきたい。

C

しっぽとり鬼の集会など、児童を楽しくは知らせ
る工夫もみられるが、児童が運動する機会をさら
に増やしてほしい。統合前は校庭でみんなで走
るなどの取組もあった。

・毎月各学年2回以上ホームページの更新をしている。
・学校便り、学年便り、給食便り、保健便りなどのほかにも、
tetoruで保護者向けに広く情報を公開した。
・学校公開年４回実施。Forms等を活用して保護者の意見を積
極的に収集している。

・各学年、月に2回以上はホームページの
更新を実施。
・ｔｅｔｏｒｕで学校情報をタイムリーに発信す
る。
・学校公開を年4回実施し、保護者の意見
を聞く場を設定する。

A A

＜学校関係者評価の充実＞
・教育活動の改善・充実に向けた学校関係者評
価の実施

・保護者や地域等、学校の教育活動につ
いて広く評価する機会を設ける。
・毎学期、学校評議員会を実施する。

＜自校（園）の取組の積極的な発信＞
・学校（園）ホームページの充実等
・学校（園）公開の実施・充実
・地域の伝統・文化を取り入れた教育活動の実施
・地域行事への参加の奨励

・ホームページを定期的に更新していくと
ともに、tetoruを活用して、学校情報を保
護者にタイムリーに伝えていく。
・学校公開を活用して、学校の全曜日の授
業を保護者が参観できるようにする。

体力の向上

共生社会の
実現に向けた
教育の推進

＜特別支援教育の推進＞
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた個に
応じた指導の実施・充実
・副籍交流、交流及び共同学習の実施・充実

・巡回指導教員、スクールカウンセラー、
特別支援コーディネーターの連携を深め、
必要児童への個に応じた対応を推進す
る。
・近隣特別支援学校に通う児童との副席
交流を実施する。

・巡回指導教員による特別支援研修会の
実施。
・年間を通して副籍の児童との交流を実
施。

＜運動意欲や基礎体力の向上＞
・体育の授業や休み時間における運動遊びなど、
主体的な運動の実施による運動意欲の向上

・体育科の実技研修を実施し、教師が運
動する楽しさや運動の方法を理解して指
導できるようにする。
・中休みの校庭遊びの励行。

・体育実技研修を学期に1回以上実施。
・平日に30分以上運動する児童80％以
上。

・理解教育は継続的に実施していく。
・児童の相互理解や縦のつながりを深める
ために、来年度は縦割り活動などを伴う遠
足を実施する。

子どもたちの
健全育成

＜子どもたちの健全育成に向けた取組＞
・不登校対策の実施・充実
・教育相談の強化
・hypaer-QUの活用

・生活指導夕会を実施して児童や学級の
状況について共通理解を図る。
・必要に応じてSC、SSW及び関係諸機関
を積極的に活用する。
・hypaer-QUの結果をもとに、学級指導の
改善を図る。

・毎週生活指導夕会を実施。
・全国学力調査児童質問紙「自分にはよ
いところがあると思う」「先生はあなたのよい
ところを認めてくれていると思う」に肯定的
回答８０％以上。

B B

・生活指導夕会を毎週実施し、学年・学級の状況や不登校傾向にある
児童の様子について共通理解を図った。
・年３回のいじめアンケートを実施し、新たないじめ案件の早期発見に
努めた。重大事案へと発展する恐れのあるものに対しては「学校いじ
め対策委員会」を開き、SCとも連携して対応に当たった。
・hypaer-QUを６月に実施し、結果を受け、理解と対応を進めた。 B

・いじめアンケートなどを通して、自分の思いを
伝えられることが大切。嫌なことがあったときに先
生に伝えられる子供たちであり、伝えてもらえる
学校であってほしい。また、児童が安心して通え
る学校・学級づくりをさらに推進してほしい。

・「SOSの出し方に関する教育」をさらに推
進し、身近にいる信頼できる大人に速やか
にSOSを出すことができるようにする。ま
た、大人や友達がSOSを受け止め支援で
きるようにする。
・SSWとその役割について全教員に周知
し、活用できるような体制をつくっていく。

B B

・特別支援教室の児童の学級を対象に理解教育を実施、教員・児童
共に個性尊重の意識向上、学級内での座席の配慮など個別支援が
行われた。
・若手教員を対象としたOJT研修において、巡回指導教員による研修
会を２度実施。
・近隣特別支援学校に通う児童との副籍交流（直接・間接）を実施。

B

・いろいろな児童が一緒に学ぶというインクルー
シブ教育の考え方を大切にしたい。

・来年度も学校関係者評価を公開し、広く
意見をいただく機会を設ける。
・学校評議員会、学校給食運営委員会を
計画的に実施する。

＜ゲストティーチャーを活用した本物の体験＞
・ゲストティーチャーを活用した授業の実施

地域に広く開か
れた学校（園）の
実現 ・Ｆｏｒｍｓ等を活用し、広く保護者や地域等

学校関係者の意見を集め、学校経営の改
善に生かす。 B B

・学校ホームページ等を利用して関係者評価を広く公開してい
る。
・毎学期、学校評議員会を実施し、教育活動について意見をい
ただくことができた。

B

特色ある教育の
展開

＜児童の願いを実現する活動＞
・金管バンド、ネオホッケークラブの設置

・毎月各学年2回以上のホームページ更新
を今後も目指していく。
・1人1台端末やホームページ、学年だより
などを通して、今年度以上に児童の様子
が分かるように発信していく。
・保護者アンケートなど次年度もICTを活
用し、積極的に収集していく。

A

・今後も保護者や地域に学校でやっていることを
発信していってほしい。

・今年度は学校評議員会だけでなく、学校給食
運営委員会でも来校し、学校の様子を知ること
ができた。地域との連携を大切に今後も進めて
ほしい。


